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■
30
年
全
市
連
総
会
表
彰
者
決

ま
る平

成
29
年
度
全
市
連
功
労
者
会
長
表
彰
（
25

名
）
に
つ
い
て
は
、
3
月
12
日
（
月
）
に
開
催

し
た
全
市
連
功
労
者
表
彰
審
査
選
考
委
員
会
で

決
定
し
、
5
月
21
日
（
月
）
開
催
の
第
63
回
総

会
・
東
京
大
会
の
席
上
で
表
彰
状
を
贈
呈
す

る
。
ま
た
、
感
謝
状
推
薦
選
考
委
員
会
で
選
考

さ
れ
た
農
林
水
産
大
臣
（
3
名
）
及
び
林
野
庁

長
官
感
謝
状
受
賞
者
（
10
名
）
に
つ
い
て
も
総

会
席
上
で
感
謝
状
を
贈
呈
す
る
予
定
。
受
賞
者

の
皆
様
の
御
労
苦
に
敬
意
を
表
す
と
共
に
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
受
賞
者
の
方
々

は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略　

順
不
同
）

（
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
）

安
部
政
昭
（（
株
）
山
形
城
南
木
材
市
場
）、
田

中
善
彦
（
松
阪
木
材
（
株
））、平
田
恒
一
郎
（
ナ

イ
ス
（
株
））

（
林
野
庁
長
官
感
謝
状
）

庄
子
富
雄
（（
株
）
仙
台
木
材
市
場
）、
市
川
英

治
（
東
京
木
材
市
場
（
株
））、樋
口
高
良
（（
株
）

太
洋
木
材
市
場
）、梶
原
重
雄
（
大
木
坑
木
（
有
）

宇
和
島
出
張
所
）、
林
雅
文
（（
株
）
伊
万
里
木

材
市
場
）、
佐
藤
耕
三
（
肥
後
木
材
（
株
））、

石
井
保
治
（（
株
）
東
海
木
材
相
互
市
場
）、
小

林
方
之
（（
株
）
福
山
中
央
木
材
市
場
）、
栗
林

■
平
成
29
年
度
木
材
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
養
成
講
習
結
果

当
連
盟
は
、
4
月
2
日
（
月
）、
東
京
都
文

京
区
の
日
本
森
林
林
業
振
興
会
会
議
室
で
、「
木

材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
審
査
委
員
会
」を
開
催
し
た
。

委
員
会
に
は
、
岡
野
健
東
京
大
学
名
誉
教
授
を

は
じ
め
委
員
全
員
が
出
席
し
、「
平
成
29
年
度

木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
」
の
受
講
者

に
つ
い
て
試
験
結
果
等
を
も
と
に
、
資
格
審
査

を
行
い
、
合
格
者
74
名
を
決
定
し
た
。
合
格
者

の
氏
名
は
、
全
市
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
す
る
。
ま
た
、
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
、
名

簿
の
提
供
を
行
う
。
合
格
者
は
、
以
下
の
と
お

り
（
敬
称
略　

五
十
音
順
）。

相
澤
貴
宏
（
福
島
県
）、阿
部
士
（
北
海
道
）、

新
井
健
太
（
東
京
都
）、粟
竹
正
大
（
愛
知
県
）、

石
井
闘
志
也（
埼
玉
県
）、石
津
浩
二（
大
阪
府
）、

石
原
力
（
岐
阜
県
）、
市
川
大
介
（
東
京
都
）、

伊
藤
宏
司
（
千
葉
県
）、伊
藤
正
雄
（
大
阪
府
）、

井
上
十
志
幸（
兵
庫
県
）、井
上
英
勝（
北
海
道
）、

井
上
遼
太
郎（
東
京
都
）、今
村
俊
史（
熊
本
県
）、

岩
城
尚
子
（
大
阪
府
）、植
松
公
洋
（
静
岡
県
）、

梅
田
恭
央（
熊
本
県
）、大
川
原
貴
志（
新
潟
県
）、

大
澤
健
太
郎
（
東
京
都
）、岡
島
甲
（
静
岡
県
）、

小
田
野
紀
芳
（
東
京
都
）、
柿
本
美
樹
枝
（
神

奈
川
県
）、
加
藤
秀
一
（
愛
知
県
）、
狩
野
明
広

（
東
京
都
）、
鎌
田
菜
々
子
（
福
島
県
）、
川
又

正
人
（
岩
手
県
）、
岸
田
真
志
（
富
山
県
）、
久

保
田
翔
（
長
崎
県
）、
熊
木
秀
幸
（
東
京
都
）、

黒
原
崇
正
（
岡
山
県
）、慶
伊
靖
浩
（
富
山
県
）、

高
力
直
（
鳥
取
県
）、
小
林
裕
治
（
滋
賀
県
）、

是
澤
卓
（
愛
媛
県
）、
嵯
峨
直
人
（
秋
田
県
）、

坂
下
浩
哉
（
福
島
県
）、桜
木
摩
耶
（
愛
知
県
）、

佐
藤
憲
司
（
福
島
県
）、佐
藤
博
文
（
熊
本
県
）、

柴
田
誉
（
岐
阜
県
）、
白
熊
和
登
（
千
葉
県
）、

杉
本
由
起（
神
奈
川
県
）、瀬
野
千
晶（
福
島
県
）、

竹
﨑
翔
平
（
島
根
県
）、
田
中
博
（
山
梨
県
）

田
中
幸
隆
（
大
阪
府
）、手
塚
時
江
（
東
京
都
）、

寺
嶋
嘉
春
（
千
葉
県
）、土
岐
幸
司
（
岡
山
県
）、

永
井
智
津
子（
東
京
都
）、中
尾
清
香（
東
京
都
）、

長
坂
博
史
（
滋
賀
県
）、中
間
俊
彦
（
島
根
県
）、

中
村
俊
（
千
葉
県
）、
中
村
文
治
（
岩
手
県
）、

楢
崎
達
也
（
岐
阜
県
）、西
根
駿
佑
（
北
海
道
）、

西
村
寛
（
千
葉
県
）、
野
地
清
美
（
高
知
県
）、

林
政
宏
（
鳥
取
県
）、
原
拓
也
（
熊
本
県
）、
原

敏
恭
（
岡
山
県
）、
日
野
原
淳
（
島
根
県
）、
平

川
典
秀
（
福
岡
県
）、
平
出
星
太
（
静
岡
県
）、

蛭
澤
早
苗
（
石
川
県
）、藤
原
孝
志
（
鳥
取
県
）、

藤
本
祐
貴
（
大
阪
府
）、
松
尾
智
（
長
崎
県
）、

丸
田
隆
行
（
岐
阜
県
）、光
田
大
輔
（
島
根
県
）、

三
根
靖
昭
（
三
重
県
）、森
永
敏
光
（
千
葉
県
）、

和
間
真
一
（
千
葉
県
）

■
平
成
29
年
度
第
4
回
木
材
需

給
会
議
開
催

Ⅰ
．
見
通
し
の
要
点

1
．
平
成
30
年
第
2
四
半
期
（
4
～
6
月
）
の

需
給
は
、
国
産
材
製
材
用
丸
太
及
び
国
産
材

合
板
用
丸
太
は
、
前
年
同
期
に
比
べ
増
加
す

る
一
方
、
合
板
は
前
年
同
期
と
同
程
度
で
、

輸
入
丸
太
、
輸
入
製
材
品
及
び
構
造
用
集
成

材
は
、前
年
同
期
に
比
べ
減
少
す
る
見
通
し
。

2
．
平
成
30
年
第
3
四
半
期
（
7
～
9
月
）
の

需
給
は
、
国
産
材
製
材
用
丸
太
、
国
産
材
合

一
郎
（（
株
）
相
模
原
木
材
セ
ン
タ
ー
）、
齋
藤

公
男
（（
株
）
平
木
材
市
場
）

（
会
長
表
彰
）

［
東
北
］
佐
藤
綾
（
ナ
イ
ス
（
株
）
宮
城
市
場
）、

［
関
東
北
］
遠
藤
和
憲
（
福
島
県
郡
山
地
区
木

材
製
材
（
協
））、
江
幡
清
美
（（
株
）
茨
城
木

材
相
互
市
場
）、
篠
﨑
忠
明
（（
株
）
宇
都
宮
総

合
木
材
市
場
）、
石
橋
文
男
（（
株
）
宇
都
宮
総

合
木
材
市
場
）、
中
田
秀
一
（
千
葉
県
木
材
市

場
（
協
））、
貝
沼
良
英
（
ナ
イ
ス
（
株
）
新
潟

市
場
）、［
関
東
］
後
藤
美
恵
子
（
東
京
木
材
市

場
（
株
））、菊
地
實
（
東
京
木
材
市
場
（
株
））、

［
東
海
］小
澤
俊
卓（
ナ
イ
ス（
株
）沼
津
市
場
）、

磯
絵
里
（
ナ
イ
ス
（
株
）
沼
津
市
場
）、［
近
畿
］

福
田
愛
弓
（（
株
）
大
阪
木
材
相
互
市
場
）［
中

国
］
母
里
英
男
（（
株
）
勝
山
木
材
市
場
）、
佐

藤
友
道
（
真
庭
木
材
市
売
（
株
））、［
四
国
］

川
西
奈
津
子
（（
株
）
太
洋
木
材
市
場
）、［
九
州
］

佐
藤
了
弘
（（
株
）
伊
万
里
木
材
市
場
）、
梶
原

誠
（（
株
）
伊
万
里
木
材
市
場
）、
赤
星
徹
（
上

益
城
木
材
事
業
（
協
））、
鶴
田
啓
介
（
肥
後
木

材
（
株
））、
五
島
幸
典
（
大
分
県
木
材
協
同
組

合
連
合
会
）、
矢
羽
田
邦
彦
（（
株
）
九
州
木
材

市
場
）、
長
谷
部
敬
（（
株
）
九
州
木
材
市
場
）、

［
問
屋
］
伊
藤
之
一
（
材
惣
木
材
（
株
））、
宮

島
克
己
（
飯
南
木
材
（
株
））、浅
野
俊
光
（（
有
）

ア
サ
ノ
銘
木
）

平
成
30
年
3
月
19
日
、
林
野
庁
は
「
平

成
29
年
度
第
4
回
木
材
需
給
会
議
」
を

開
催
し
、「
主
要
木
材
の
需
給
見
通
し
」

を
策
定
・
公
表
し
た
。
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板
用
丸
太
及
び
合
板
は
、
前
年
同
期
に
比
べ

増
加
す
る
一
方
、
輸
入
丸
太
、
輸
入
製
材
品

及
び
構
造
用
集
成
材
は
、
前
年
同
期
に
比
べ

減
少
す
る
見
通
し
。

3
．
平
成
30
年
度
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、

貸
家
を
中
心
と
し
た
減
速
が
見
込
ま
れ
る
一

方
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
前
の
駆
け
込
み
需

要
等
も
予
想
さ
れ
、
前
年
度
に
比
べ
同
程
度

と
見
込
ま
れ
る
。

Ⅱ
．
主
な
意
見
の
概
要

1
．
一
般
経
済
の
動
向

２
０
１
７
年
度
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
前

年
比
＋
1
・
8
％
と
3
年
連
続
で
の
プ
ラ
ス
成

長
が
見
込
ま
れ
、
２
０
１
８
年
度
も
景
気
の
回

復
は
続
き
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
前
年
比
＋

1
・
2
％
と
4
年
連
続
で
プ
ラ
ス
成
長
を
達
成

す
る
と
思
わ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
た
イ

ン
フ
ラ
建
設
な
ど
の
需
要
の
盛
り
上
が
り
や
、

首
都
圏
で
の
再
開
発
案
件
の
増
加
な
ど
が
景
気

の
押
し
上
げ
要
因
と
な
る
。
海
外
経
済
の
回
復

の
継
続
を
受
け
輸
出
の
増
加
が
続
く
、
設
備
投

資
は
、
企
業
業
績
の
拡
大
を
背
景
に
人
手
不
足

へ
の
対
応
の
た
め
の
投
資
や
研
究
開
発
投
資
の

増
加
が
続
く
と
予
想
さ
れ
、
個
人
消
費
も
底
堅

さ
を
維
持
す
る
見
込
み
。

2
．
住
宅
着
工
見
通
し

２
０
１
７
年
の
住
宅
着
工
は
96
・
5
万
戸
、

前
年
96
・
7
万
戸
に
対
し
△
0
・
3
％
と
僅
か

な
が
ら
前
年
割
れ
。
住
宅
着
工
を
牽
引
し
て
き

た
貸
家
着
工
は
、
相
続
税
対
策
の
一
巡
等
を
は

じ
め
、
空
室
率
上
昇
や
新
規
貸
出
減
な
ど
調
整

要
因
に
よ
る
減
少
続
き
、
建
築
費
や
労
務
費
の

上
昇
等
か
ら
持
家
着
工
も
減
少
が
続
い
た
。
直

近
２
０
１
８
年
1
月
の
住
宅
着
工
は
6
・
6
万

戸
で
前
年
同
期
比
△
13
・
2
％
の
大
幅
減
と

な
っ
た
が
、
前
年
に
五
輪
関
連
選
手
村
着
工
が

あ
り
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
中
心
に
大
幅
減
と

な
っ
た
背
景
の
一
つ
。
超
低
金
利
に
よ
る
住
宅

取
得
能
力
の
押
し
上
げ
効
果
は
あ
る
が
、
建
設

資
材
や
労
務
費
等
コ
ス
ト
上
昇
、
天
候
不
順
や

地
政
学
リ
ス
ク
な
ど
不
安
材
料
も
漂
う
中
、
着

工
の
足
取
り
は
徐
々
に
重
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
民
間
の
予
測
で
は
、
２
０
１
７
・
２
０
１

８
・
２
０
１
９
年
度
は
、
90
万
戸
台
半
ば
か
ら

前
半
と
の
見
方
が
主
流
も
、
想
定
は
一
様
で
な

く
、
２
０
１
８
・
２
０
１
９
年
度
に
向
け
て
増

加
を
見
込
む
見
方
も
。
二
次
速
報
公
表
後
、
下

方
修
正
し
た
機
関
も
。
各
種
住
宅
関
連
支
援
策

の
下
支
え
効
果
、
新
た
な
相
続
・
贈
与
に
関
す

る
資
産
関
連
税
制
の
影
響
な
ど
注
視
が
必
要
。

3
．
国
産
材
丸
太
（
製
材
用
）
の
動
向

平
成
29
年
第
4
四
半
期
実
績
は
、
降
雪
の
影

響
、
外
材
供
給
に
不
安
あ
る
中
、
全
国
的
に
好

調
な
荷
動
き
、
引
き
合
い
強
く
、
前
年
同
期
比

増
。需
要
が
比
較
的
高
い
と
こ
ろ
で
落
ち
着
き
、

引
続
き
価
格
も
強
含
み
傾
向
と
予
想
。
30
年
第

1
四
半
期
は
、
需
要
底
堅
い
状
況
が
続
き
、
外

材
の
供
給
状
況
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
前
年
同

期
比
増
、
第
2
四
半
期
は
、
プ
レ
カ
ッ
ト
の
受

注
残
の
状
況
等
か
ら
、
急
激
な
需
要
減
少
は
想

定
し
に
く
い
と
の
期
待
多
く
、前
年
同
期
比
増
、

第
3
四
半
期
は
、
外
材
供
給
状
況
が
鍵
で
、
林

野
庁
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
普
及
促
進
事
業
に
よ
る

無
垢
材
利
用
広
報
活
動
等
も
浸
透
し
、
関
心
も

高
ま
る
可
能
性
、
前
年
同
期
比
増
の
見
通
し
。

4
．
国
産
材
丸
太
（
合
板
用
）
の
動
向

平
成
29
年
第
4
四
半
期
実
績
は
、
堅
調
な
住

宅
着
工
、
国
産
材
合
板
へ
の
シ
フ
ト
、
輸
入
合

板
の
減
少
傾
向
、
フ
ロ
ア
台
板
等
へ
の
国
産
合

板
の
需
要
増
、
型
枠
用
合
板
の
需
要
増
、
南
洋

材
合
板
等
に
関
す
る
違
法
伐
採
等
の
環
境
問

題
、
国
内
合
板
工
場
の
フ
ル
稼
働
、
合
板
工
場

の
生
産
能
力
、
効
率
の
ア
ッ
プ
に
よ
り
前
年
同

期
比
増
。
30
年
第
1
四
半
期
は
、
前
期
要
因
に

よ
り
、
前
年
同
期
比
増
、
第
2
四
半
期
は
、
前

期
要
因
に
加
え
、
新
設
合
板
工
場
の
稼
働
で
、

前
年
同
期
比
増
、
第
3
四
半
期
は
、
前
期
要
因

に
よ
り
前
年
同
期
比
増
の
見
通
し
。

5
．
米
材
丸
太
需
要
動
向

平
成
29
年
第
4
四
半
期
実
績
は
、
前
年
同
期

比
減
。
北
米
産
地
で
夏
場
の
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ク

ロ
ー
ジ
ャ
ー
後
の
影
響
で
伐
採
減
少
し
た
上
、

好
調
な
米
国
住
宅
着
工
需
要
に
支
え
ら
れ
、
丸

太
・
製
品
価
格
共
に
高
騰
、
対
日
輸
出
価
格
も

大
幅
上
昇
、
日
本
で
は
需
給
、
在
庫
と
も
大
幅

縮
小
。
30
年
第
1
四
半
期
は
、
前
期
の
影
響
も

あ
り
、
米
材
需
給
は
逼
迫
気
味
、
内
外
価
格
共

に
強
含
み
で
推
移
、先
高
観
か
ら
買
い
気
旺
盛
、

前
年
同
期
並
需
給
、在
庫
水
準
に
戻
る
予
想
も
、

「主要木材の入荷量等の概要」
単位：千㎥ ,（％）

国産材丸太 輸入
丸太

輸入
製材品 合板 構造用

集成材製材用 合板用

26年計（実績） 12,211 3,191 4,086 6,430 6,297 2,137
（101） （106） （91） （84） （97） （95）

27年計（実績） 11,835 3,358 3,359 6,132 5,656 2,030
（97） （105） （82） （95） （90） （95）

28年計（実績） 12,378 3,714 3,579 6,460 5,835 2,191
（105） （111） （107） （105） （103） （108）

29年第 1 四半期 3,113 893 833 1,599 1,541 594
実績 （98） （98） （84） （100） （106） （119）
29年第 2 四半期 3,125 1,006 851 1,695 1,505 606
実績 （99） （104） （93） （103） （104） （109）
29年第 3 四半期 2,870 971 844 1,621 1,491 624
実績 （98） （109） （107） （99） （103） （109）
29年第 4 四半期 3,171 996 739 1,549 1,577 609
実績 （101） （106） （84） （98） （107） （108）

29年計（実績） 12,279 3,866 3,267 6,464 6,114 2,433
（99） （104） （91） （100） （105） （111）

30年第 1 四半期 3,150 990 872 1,574 1,522 550
見込み （101） （111） （105） （98） （99） （93）
30年第 2 四半期 3,200 1,030 835 1,636 1,501 580
見通し （102） （102） （98） （97） （100） （96）
30年第 3 四半期 3,100 1,060 775 1,594 1,521 600
見通し （108） （109） （92） （98） （102） （96）

（単位：千㎥ , ％）（括弧内は前年比又は前年同期比）
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前
年
同
期
比
で
減
、
第
2
四
半
期
は
、
夏
場
住

宅
着
工
需
要
期
で
、前
年
並
需
要
規
模
に
回
復
、

値
上
げ
一
服
、
保
合
い
、
前
年
同
期
比
増
、
第

3
四
半
期
は
、
例
年
若
干
、
国
内
需
要
は
落
ち

込
み
、
前
年
同
期
並
見
通
し
。
毎
年
の
よ
う
に

森
林
火
災
対
策
の
伐
採
規
制
が
あ
り
、
今
年
も

注
意
が
必
要
、
入
荷
量
次
第
で
は
、
相
場
弱
保

合
い
に
転
ず
る
可
能
性
。

6
．
米
材
製
材
品
需
要
動
向

平
成
29
年
第
4
四
半
期
実
績
は
、
入
荷
が
少

な
く
、
原
木
不
足
し
、
前
年
同
期
比
減
。
こ
の

傾
向
は
30
年
の
春
先
ま
で
続
く
と
予
想
。
30
年

第
1
四
半
期
は
、現
地
原
木
価
格
高
値
が
続
き
、

製
材
工
場
は
高
く
て
も
材
を
確
保
し
な
く
て
は

な
ら
ず
、
先
高
見
込
ん
で
の
需
要
出
る
と
予
想

さ
れ
、
前
年
同
期
比
で
増
、
第
2
四
半
期
は
、

北
米
の
伐
採
正
常
に
戻
り
、
出
材
増
が
予
想
、

ア
メ
リ
カ
最
大
手
の
原
木
業
者
も
、
値
上
げ
見

送
り
で
同
値
の
オ
フ
ァ
ー
と
な
る
も
、
ア
メ
リ

カ
国
内
需
要
が
過
熱
と
い
え
る
ほ
ど
順
調
で
、

日
本
向
け
原
木
増
え
ず
、
前
年
同
期
比
減
、
第

3
四
半
期
は
、
現
地
在
庫
回
復
し
、
買
い
難
さ

は
な
く
な
る
が
、
後
半
の
不
安
は
、
住
宅
着
工

数
頭
打
ち
で
、
大
き
く
減
る
こ
と
な
い
が
、
消

費
税
率
の
増
税
決
ま
っ
て
も
、
仮
需
が
出
る
に

は
早
く
、
前
年
同
期
比
減
の
見
通
し
。
戸
建
、

マ
ン
シ
ョ
ン
と
も
価
格
は
こ
れ
以
上
あ
げ
ら
れ

る
状
況
に
な
く
、
建
築
需
要
も
厳
し
く
な
る
と

心
配
。

7
．
米
材
、
欧
州
材
、
北
洋
材
、
輸
入
集
成
材

の
供
給
動
向

（
1
）
米
材
丸
太
供
給

平
成
29
年
第
4
四
半
期
実
績
は
、
伐
採
量
頭

打
ち
状
態
で
、
カ
ナ
ダ
国
内
工
場
の
需
要
旺
盛

に
な
り
、
輸
出
材
確
保
出
来
ず
、
前
年
同
期
比

大
幅
減
。
30
年
第
1
四
半
期
は
、
前
期
同
様
、

ち
込
み
無
け
れ
ば
、
前
年
同
期
並
見
通
し
。

9
．
国
産
、
輸
入
合
板
の
需
要
動
向

（
1
）
国
内
製
造
合
板
需
要

平
成
29
年
第
4
四
半
期
実
績
は
、
住
宅
着
工

数
7
月
よ
り
連
続
前
年
比
減
の
推
移
、
九
州
等

で
在
来
工
法
の
面
材
体
力
壁
用
途
構
造
用
合
板

増
加
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
用
針
葉
樹
台
板
等
の
非

構
造
用
途
需
要
も
堅
調
増
加
で
推
移
、
前
年
同

期
比
増
。
30
年
第
1
四
半
期
は
、
住
宅
着
工
数

は
第
1
四
半
期
も
前
年
比
減
で
需
要
減
少
要
因

も
、
針
葉
樹
構
造
用
合
板
の
面
材
耐
力
壁
や
非

住
宅
用
途
、
非
構
造
用
で
フ
ロ
ア
台
板
、
型
枠

合
板
用
途
向
け
拡
大
一
層
進
み
、
前
年
同
期
比

増
見
込
み
。
東
北
・
北
海
道
な
ど
降
雪
の
影
響

大
き
く
中
小
工
務
店
の
引
き
合
い
落
ち
着
い
て

い
る
。
九
州
地
区
は
構
造
用
合
板
の
引
き
合
い

変
わ
ら
ず
強
い
、
第
2
四
半
期
は
、
住
宅
着
工

数
は
賃
貸
減
少
な
ど
の
影
響
を
受
け
る
が
、
大

手
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
な
ど
は
4
月
か
ら
平
常
加

工
を
計
画
、
4
月
か
ら
予
定
さ
れ
る
新
規
生
産

拠
点
稼
働
で
、
フ
ロ
ア
台
板
な
ど
非
構
造
用
途

需
要
支
え
、
前
年
同
期
比
増
、
第
3
四
半
期
は
、

住
宅
着
工
数
前
年
比
水
準
に
回
復
、
建
築
基
準

法
の
一
部
改
訂
に
よ
り
非
住
宅
分
野
で
の
建
築

物
木
造
化
も
追
い
風
、
用
途
拡
大
一
層
期
待
さ

れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
需
要
も
遅
れ
て
い
た
合
板

型
枠
な
ど
の
使
用
は
、
第
2
～
3
四
半
期
に
顕

在
化
し
、
前
年
同
期
比
増
の
見
通
し
。

（
2
）
輸
入
合
板
需
要

平
成
29
年
第
4
四
半
期
実
績
は
、
サ
ラ
ワ
ク

の
伐
採
税
率
引
上
、
丸
太
出
材
不
足
の
中
、
駆

込
発
注
分
が
集
中
入
荷
、
待
ち
望
ん
だ
需
要
家

へ
の
出
荷
と
な
り
、
前
年
同
期
比
増
加
。
30
年

第
1
四
半
期
は
、
当
初
、
前
期
の
集
中
入
荷
の

反
動
予
想
も
、
フ
ロ
ア
台
板
フ
ァ
ル
カ
タ
合
板

の
コ
ン
テ
ナ
入
荷
多
く
見
ら
れ
、
前
回
予
想
よ

輸
出
材
確
保
出
来
ず
、
カ
ナ
ダ
の
数
量
大
幅
減

少
見
込
ま
れ
、
前
年
同
期
比
減
、
ア
メ
リ
カ
は

原
木
価
格
上
昇
し
、
ア
メ
リ
カ
の
森
林
オ
ー

ナ
ー
の
伐
採
意
欲
掻
き
立
て
ら
れ
、
若
干
数
量

増
、
第
2
四
半
期
は
、
カ
ナ
ダ
国
内
工
場
の
在

庫
数
量
正
常
に
戻
り
、カ
ナ
ダ
の
数
量
回
復
し
、

ア
メ
リ
カ
の
数
量
も
若
干
増
加
、
前
年
同
期
比

増
、
第
3
四
半
期
は
、
通
年
通
り
フ
ァ
イ
ヤ
ー

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
影
響
で
数
量
減
少
、
前
年
同

期
比
減
見
通
し
。

（
2
）
米
材
製
材
品
供
給

平
成
29
年
第
4
四
半
期
実
績
は
、
ア
メ
リ
カ

市
況
の
高
騰
の
煽
り
受
け
、
前
年
同
期
比
減
。

30
年
第
1
四
半
期
は
、
1
月
の
入
荷
量
前
年
同

月
比
△
9
・
2
％
、
前
年
同
期
比
減
、
第
2
四

半
期
は
、
需
要
シ
ー
ズ
ン
、
前
期
よ
り
増
も
、

引
き
続
き
北
米
市
況
値
上
が
り
で
思
う
よ
う
な

数
量
購
入
出
来
ず
、
前
年
同
期
比
減
、
第
3
四

半
期
は
前
期
同
程
度
予
想
。北
米
市
況
次
第
も
、

高
値
・
需
要
タ
イ
ト
で
思
う
様
に
購
入
出
来
な

い
状
況
継
続
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）
欧
州
材
製
材
品
供
給

平
成
29
年
第
4
四
半
期
実
績
は
、
羽
柄
材
等

完
成
品
減
少
も
、
ラ
ミ
ナ
中
心
の
入
荷
、
前
年

同
期
比
増
。
30
年
第
1
四
半
期
は
、
1
月
入
荷

量
前
年
同
月
比
△
9
・
8
％
、
北
欧
・
バ
ル
ト

は
暖
冬
の
影
響
で
減
少
、
前
年
同
期
比
減
、
第

2
四
半
期
は
、
暖
冬
の
影
響
及
び
好
調
な
他
国

市
場
へ
目
が
向
き
、
円
安
・
国
内
価
格
の
頭
打

ち
感
あ
り
、
前
年
同
期
比
減
、
第
3
四
半
期
は
、

前
期
要
因
に
よ
り
前
年
同
期
比
減
少
見
通
し
。

（
4
）
北
洋
材
製
材
品
供
給

平
成
29
年
第
4
四
半
期
実
績
は
、
中
国
中
心

に
他
国
市
場
良
く
、
対
日
向
け
入
荷
減
、
前
年

同
期
比
減
少
。
30
年
第
1
四
半
期
は
、
1
月
入

荷
は
前
年
同
月
比
＋
18
・
4
％
と
順
調
、
前
年

同
期
比
増
、
第
2
四
半
期
は
、
寒
波
の
影
響
、

他
国
市
場
良
好
で
入
荷
伸
び
ず
、前
年
同
期
並
、

第
3
四
半
期
は
、
内
地
価
格
天
井
感
、
他
国
市

場
勢
い
あ
り
、
対
日
向
魅
力
減
少
、
前
年
同
期

比
減
見
通
し
。

（
5
）
輸
入
構
造
用
集
成
材
供
給

平
成
29
年
第
4
四
半
期
実
績
は
、
好
調
な
Ｒ

Ｗ
中
断
面
需
要
背
景
に
前
年
同
期
比
増
。
30
年

第
1
四
半
期
は
、
Ｒ
Ｗ
中
断
面
の
入
荷
の
ズ
レ

生
じ
、1
月
入
荷
は
前
年
同
月
比
△
7
・
7
％
、

市
況
悪
く
、
管
柱
大
幅
減
、
前
年
同
期
比
減
、

第
2
四
半
期
は
、
Ｗ
Ｗ
管
柱
の
低
迷
継
続
、
Ｒ

Ｗ
中
断
面
価
格
高
く
需
要
一
服
、
旺
盛
な
買
付

無
く
、
前
年
同
期
比
減
、
第
3
四
半
期
は
、
前

期
要
因
に
よ
り
前
年
同
期
比
減
の
見
通
し
。

8
．
南
洋
材
製
材
品
等
の
需
要
動
向

（
1
）
南
洋
材
丸
太
（
製
材
用
）
需
要

平
成
29
年
第
4
四
半
期
実
績
は
、
供
給
に
見

合
っ
た
出
荷
、
前
年
同
期
比
減
。
30
年
第
1
四

半
期
は
、
1
月
出
荷
3
、２
７
７
㎥
（
前
年
同

月
比
95
・
5
％
）、
原
木
出
材
不
足
続
き
、
丸

太
入
荷
限
ら
れ
、
前
年
同
期
並
、
第
2
四
半
期

は
、
入
荷
減
、
価
格
上
昇
続
き
、
在
庫
少
な
い

が
、
供
給
に
合
わ
せ
た
需
要
に
な
り
、
前
年
同

期
比
減
、
第
3
四
半
期
は
、
供
給
に
見
合
っ
た

需
要
予
想
さ
れ
、
前
年
同
期
並
見
通
し
。

（
2
）
南
洋
材
製
材
品
需
要

平
成
29
年
第
4
四
半
期
実
績
は
、
住
宅
着
工

減
少
傾
向
も
、
非
住
宅
の
動
き
良
く
、
前
年
同

期
並
。
30
年
第
1
四
半
期
は
、1
月
出
荷
３
８
、

２
７
７
㎥
（
前
年
同
月
比
83
・
6
％
）、
年
度

末
完
工
物
件
多
く
、
前
年
同
期
並
、
第
2
四
半

期
は
、住
宅
以
外
に
店
舗
や
リ
フ
ォ
ー
ム
物
件
、

カ
ウ
ン
タ
ー
や
棚
板
等
で
底
堅
い
需
要
、
前
年

同
期
並
、
第
3
四
半
期
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関

連
、
非
住
宅
の
動
き
、
住
宅
着
工
に
大
き
な
落
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準
の
合
理
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
旨
記
述

さ
れ
て
い
る
。

2
．
改
正
の
概
要
の
中
で
、「
木
造
建
築
物
の

整
備
の
推
進
」
が
、
柱
の
一
つ
と
な
っ
て
お

り
、

具
体
的
に
は
、
以
下
の
と
お
り
。

（
1
）
耐
火
構
造
等
と
す
べ
き
木
造
建
築
物
の

対
象
の
見
直
し
（
高
さ
13
ｍ
・
軒
高
9
ｍ
超

→
高
さ
16
ｍ
超
・
階
数
4
以
上
）

（
2
）（
1
）
の
規
制
を
受
け
る
場
合
（
高
さ
16

ｍ
超
・
階
数
4
以
上
）
に
つ
い
て
も
、
木
材

を
そ
の
ま
ま
見
せ
る
（
あ
ら
わ
し
）
等
の
耐

火
構
造
以
外
の
構
造
を
可
能
と
す
る
よ
う
基

準
を
見
直
し

（
3
）防
火
・
準
防
火
地
域
の
門
・
塀（
2
ｍ
超
）

に
お
け
る
木
材
の
利
用
拡
大
（
不
燃
材
料
と

す
る
こ
と
→
一
定
の
範
囲
で
木
材
も
利
用
可

能
と
す
る
）

■
経
済
団
体
の
林
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
宣
言
・
提
言
等

1
．「
林
業
復
活
・
地
域
創
生
を
推
進
す
る
国

民
会
議
」（
会
長　

三
村
明
夫
）
は
、
平
成

30
年
3
月
に
宣
言
を
発
表
し
、「
国
産
材
の

需
要
を
高
め
て
い
く
た
め
、「
国
と
し
て
の

大
き
な
仕
掛
け
」
と
「
小
さ
な
積
み
重
ね
と

実
践
」
を
産
官
学
連
携
し
て
推
進
す
べ
き
と

し
た
。
概
要
以
下
の
と
お
り
。

（
1
）
国
と
し
て
の
大
き
な
仕
掛
け
と
し
て

ア　

再
造
林
を
可
能
と
す
る
山
元
へ
の
利
益

還
元
の
仕
組
み
づ
く
り
と
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
最
適
化

イ　

若
い
世
代
の
林
業
就
労
促
進
や
安
全
な

環
境
確
保
、
地
域
ご
と
の
森
林
管
理
の
た

め
の
人
材
育
成

ウ　

大
規
模
・
中
高
層
建
築
の
木
造
化
、
針

葉
樹
の
高
強
度
化
や
工
業
製
品
化
な
ど
の

技
術
革
新

エ　

国
産
材
な
ど
木
材
需
要
（
公
共
・
民
間

建
築
物
等
）
の
拡
大
を
一
層
加
速
さ
せ
る

法
制
度
の
整
備

（
2
）
小
さ
な
積
み
重
ね
と
実
践
と
し
て

ア　

広
葉
樹
も
含
め
た
森
林
資
源
の
活
用
と

そ
の
実
現
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
（
山

の
価
値
最
大
化
）

イ　

商
工
会
議
所
会
館
な
ど
地
域
活
性
化
の

拠
点
へ
の
木
造
・
木
質
化
の
推
進

2
．「
経
済
同
友
会
」は
、平
成
30
年
3
月
に「
地

方
創
生
に
向
け
た
〝
需
要
サ
イ
ド
か
ら
の
〟

森
林
改
革
～
日
本
の
中
高
層
ビ
ル
を
木
造
建

築
に
！
～
を
公
表
し
た
。

そ
の
中
の
主
な
提
言
は
、
次
の
と
お
り
。

・
企
業
（
施
主
）
―
木
の
良
さ
を
理
解
し
、
木

造
建
築
を
積
極
的
に
採
用
す
る
。

（
1
）
経
営
者
自
ら
、
木
を
使
う
こ
と
の
環
境

へ
の
効
果
や
従
業
員
へ
の
効
能
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
す
る
。

（
2
）
企
業
行
動
と
し
て
木
造
建
築
を
採
用
す

る
こ
と
の
位
置
づ
け
を
整
理
す
る
。
投
資
家

に
対
す
る
開
示
資
料
に
も
、
国
産
材
使
用
方

針
に
つ
い
て
記
し
、
公
表
す
る
。

（
3
）
自
社
物
件
に
つ
い
て
、
国
産
材
の
利
用

拡
大
（
建
築
・
内
装
）
を
図
る
。

（
4
）創
意
工
夫
に
富
ん
だ
広
報
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
等
に
注
力
し
、
国
民
の
間
に
、
国
産
材

利
用
に
向
け
た
共
感
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
醸

成
す
る
。

（
5
）
木
造
建
築
に
対
す
る
理
解
度
向
上
や
意

識
改
革
を
経
営
者
／
担
当
者
に
促
す
機
会
を

設
け
る
。

中
国
は
広
く
、
長
い
歴
史
を
誇
る

国
で
あ
る
。
河
北
・
中
原
の
新
石
器

時
代
の
住
居
址
は
多
く
が
竪
穴
式
穴

居
だ
が
、
揚
子
江
下
流
の
河
姆
渡
遺

跡
で
は
、
6
千
～
7
千
年
前
に
、
柱
、

根
太
梁
、
床
板
な
ど
が
柄
（
ほ
ぞ
）・

柄
穴
加
工
さ
れ
、
仕
口
結
合
を
用
い

た
木
造
高
床
建
築
技
術
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
戦
国
時
代
に
は
木
造
の
横
架
を
主
体

と
す
る
建
築
が
確
立
し
、
漢
代
以
降
主
流
を
占

め
、
日
本
の
宮
殿
・
社
寺
建
築
の
原
型
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
度
重

な
る
戦
乱
等
に
よ
り
、
歴
史
上
名
高
い
秦
の
始

皇
帝
の
阿
房
宮
、
漢
の
武
帝
の
未
央
宮
、
唐
代

長
安
の
大
明
宮
等
は
い
ず
れ
も
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
伝
統
形
式
の
木
造
建
築
は
、

建
設
さ
れ
、
明
、
清
両
王
朝
の
紫
禁
城
、
天
壇

な
ど
著
名
な
木
造
建
築
も
数
多
く
残
っ
て
い
る
。

日
本
の
木
造
建
築
の
大
先
輩
と
も
言
え
る
中
国

で
あ
る
が
、近
年
の
木
造
建
築
技
術
は
、停
滞
し
、

近
代
的
木
造
技
術
は
、
北
米
か
ら
入
っ
た
ツ
ー

バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の

木
構
造
設
計
規
範
改
訂
に
お
い
て
、
日
本
の
木

造
軸
組
構
法
を
基
本
と
す
る
軸
組
構
法
が
盛
り

込
ま
れ
、
日
本
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
及
び
カ
ラ
マ

ツ
が
強
度
等
級
を
与
え
ら
れ
、
構
造
材
と
し
て

使
用
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
ま
で
は
師

匠
に
恩
返
し
で
き
た
、
弟
子
の
話
と
し
て
誇
ら

し
い
所
で
あ
る
が
、
中
国
で
何
故
、
日
本
の
軸

組
構
法
（
主
に
現
し
）
が
求
め
ら
れ
た
か
中
国

の
学
識
者
に
聞
く
と
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
で
は
、

〝
せ
っ
か
く
木
材
を
使
っ
て
も
木
が
見
え
な
い
の

で
つ
ま
ら
な
い
〟
そ
う
で
あ
る
。
木
が
見
え
な

い
木
造
構
法
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
、
木

の
文
化
の
国
に
お
い
て
、
木
材
に
係
わ
っ
て
き

た
者
と
し
て
は
、
複
雑
な
思
い
が
あ
る
。

雑 記 帳

り
増
も
、
前
年
同
期
比
減
、
塗
装
型
枠
合
板
や

薄
物
・
中
厚
合
板
な
ど
の
品
薄
感
強
い
も
の

は
、
出
荷
が
入
荷
水
準
に
対
応
、
品
薄
感
の
弱

い
生
型
枠
合
板
等
は
、
一
部
在
庫
と
な
る
、
第

2
四
半
期
は
、
丸
太
出
材
不
足
に
加
え
、
期
間

中
ラ
マ
ダ
ン
な
ど
生
産
落
ち
る
要
素
、
供
給
は

減
少
、
不
足
感
の
あ
る
ア
イ
テ
ム
は
変
わ
ら
ず

強
い
引
合
い
続
き
、
前
年
同
期
並
、
第
3
四
半

期
は
、
丸
太
不
足
の
中
の
生
産
に
加
え
、
他
地

域
へ
の
供
給
の
価
格
メ
リ
ッ
ト
の
た
め
、
日
本

向
け
供
給
増
加
は
厳
し
い
環
境
続
き
、
輸
入
合

板
需
要
は
品
薄
ア
イ
テ
ム
中
心
に
衰
え
見
え

ず
、
入
荷
量
水
準
は
出
荷
さ
れ
て
ゆ
き
、
前
年

同
期
比
増
見
通
し
。

10
．
国
内
製
造
合
板
供
給

平
成
29
年
第
4
四
半
期
実
績
は
、
堅
調
な
住

宅
着
工
、
国
内
合
板
工
場
の
フ
ル
稼
働
、
輸
入

合
板
の
減
少
傾
向
、
産
地
違
法
伐
採
対
策
等
環

境
問
題
の
影
響
、
フ
ロ
ア
台
板
用
国
産
材
合
板

の
需
要
増
、
国
産
材
合
板
の
生
産
能
力
、
効
率

の
ア
ッ
プ
等
に
よ
り
前
年
同
期
比
増
。
30
年
第

1
四
半
期
及
び
第
2
四
半
期
は
、
前
期
要
因
に

よ
り
前
年
同
期
比
増
、
第
3
四
半
期
は
、
前
期

要
因
に
よ
り
前
期
並
み
の
見
通
し
。

■
「
建
築
基
準
法
改
正
案
」
閣

議
決
定

平
成
30
年
3
月
6
日
、
建
築
基
準
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

1
．
改
正
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、「
木
材
を

建
築
材
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
循
環
型

社
会
の
形
成
や
国
土
の
保
全
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
近
年
の
技
術
開
発
も
踏
ま
え
、
建
築
物

の
木
造
・
木
質
化
に
資
す
る
よ
う
、
建
築
基


